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ニューズ・レター No.108
旧C A I学会

教育システム情報学会
Japanese Society for Information and Systems in Education

第 79 回研究会開催のご案内

インターネットとその教育応用部会（部会長／横山節雄）

今年度３回目の研究部会です。たくさんの方のご参加をお待ちします。

1．日　時　2000年12月2日（土）午前10時

2．会　場　東京学芸大学Ｓ棟 3 1 0（マルチメディア教室， W i n d o w s 9 8，o f f i c e 2 0 0 0，プロジェクタ

があります。またノートパソコンも接続できます）

中央線武蔵小金井駅北口下車，改札口左手の京王バス小平団地行5分，学芸大正門前下車。

（特別快速に乗った場合，三鷹で快速に乗り換えて下さい）

3．発表テーマ（発表時間は20分，質疑5分の計25分）

１）パソコンを利用した今日的課題への試み

福井実（二松学舎大学），大久保博樹（駿台法律経済専門学校），渋井二三男（城西大学）

２）高校「情報」教員の意識について

中村勝一（会津大），中村直人（千葉工大），程子（会津大）

３）Web型学校グループウェアを用いた授業設計

石出勉・宮寺庸造・横山節雄（学芸大）

４）インターネット学習用Webブラウザの設計と開発（II）」

アーシャアブ サマー・佐々木整・竹谷誠（拓殖大学）

５）インターネットによる院内学級における学習環境の改善

磯本征雄（名古屋市立大学）

６）知識埋め込みテキストの構想について

奥田富蔵（東海大学）

７）インターネット学習場における協調メモリと

知識マネージメントに関する研究　～学習環境の検討～　　　香山瑞恵・岡本敏雄（電通大）

８）遠隔学習支援システム：RAPSODY2の開発　～オーサリングシステムの設計～

関一也，岡本敏雄（電通大）

９）遠隔教育の評価を支援するシステムの開発

平賀健，山崎聡，中村直人（千葉工大），宮寺庸造，横山節雄（学芸大）
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第 80 回研究会開催のご案内

CAI 研究部会研究会（部会長／黒瀬能聿）

今年度4回目の研究部会です。たくさんの方のご参加をお待ちします。

1．日　時　2000年12月2日　午前10時

2．場　所　電気通信大学IS研究棟会議室（新宿駅から京王線特急で20分，調布駅下車徒歩5分）

3．プログラム内容

（午前：一般発表，質議含めて40分）

１）画像計測システムの理解支援を行うマイクロワールド

田中一基（徳島大学）

２）個人情報保護システムの機能に関する考察

中川喜博（高知工科大学）

３）引用情報を利用したWeb教材共有支援システム

越智洋司・矢野米雄（徳島大学），脇田里子（福井大学）

４）ゲーム型教育システムにおける学習者の知識と行動のズレに関する考察

林敏浩・林田行雄（佐賀大学）

（午後：新設教科（情報）のためのCAI教材開発特別セッション）

５）「情報科」の内容と問題点

黒瀬能聿（近畿大学）

６）特許電子図書館応用教材と高等学校情報の親和性に関する考察

木村友久（都城工業高等専門学校）

７）教科情報の教材ソフトウェアの規格と共有

渡辺成良（電気通信大学）

（パネルディスカッション）16:10～17:10

パネラー：黒瀬能聿（近畿大学），越智洋司（徳島大）

司　　会：渡辺成良（電気通信大学）

会費未納の方にご請求します―。

会費の前納にご協力ください。

今回も会費未納の方のみに請求書と振込用紙を

同封しましたので，ご納入のほどよろしくおねが

い申し上げます。今年度（2 0 0 0 年4月～ 2 0 0 1 年

3月）とそれ以前の会費請求です。請求書発行時

（約1～2週間前）の行き違いについてはご容赦く

ださい。また，不明な点についてはまことにお手

数ですが，事務局へメールでお問い合わせくださ

れば幸いです。

E-mail：secretariat@jsise.org

同封の振込用紙をご利用ください。
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教育システム情報学会

第 26回通常総会終了する

さる 1 0 月 7 日（金），鳴門教育大学で開かれた第 2 6 回通常総会は 出席者 5 8 名，委任状 1 2 9 名で

成立要件を満たし，全議案審議可決されました。

今回は，教育工学関連学協会連合第6回全国大会の期間中におこなわれました。

第1号議案　1999年度活動報告の件

第2号議案　1999年度決算報告および監査報告の件

第3号議案　2000年度活動計画案の件

第4号議案　2000年度予算案の件

上記の議案が審議され，格別の異義なく承認されました。なお，総会終了後は今年度の論文賞

（3回目）の授与式がおこなわれました。受賞者は前号No.107の既報のとおり。

●新入会員（敬称略）

JSiSE-A0001739 飯岡正人　専修大学　準会員

JSiSE-A0001740 林　雄介　大阪大学産業科学研究

所　準会員

JSiSE-A0001741 塚本一真　大阪大学産業科学研究

所　準会員

JSiSE-A0001742 唐木拓磨　大阪大学産業科学研究

所　準会員

JSiSE-A0001743 金井秀作　広島県立保健福祉大学

正会員

JSiSE-A0001744 森村公美子　　準会員

JSiSE-A0001745 柳田益造　同志社大学　正会員

JSiSE-A0001746 奥野拓馬　和歌山大学　準会員

JSiSE-A0001747 川西英彰　和歌山大学　準会員

JSiSE-A0001748 奥上将光　和歌山大学　準会員

JSiSE-A0001749 有田隆志　　準会員

JSiSE-A0001750 早野秀樹　大阪電気通信大学　正

会員

JSiSE-A0001751 岡田　裕　川村学園女子大学　正

会員

JSiSE-A0001752 今村　育　高知大学大学院理学研

究科　準会員

JSiSE-A0001753 小川　実　高知大学大学院理学研

究科　準会員

JSiSE-A0001754 丸山剛史　　準会員

JSiSE-A0001755 吉村　華　東京理科大学　大学院

準会員

JSiSE-A0001756 三重野保男　鹿児島工業高等専門

学校　正会員

JSiSE-A0001757 近藤光重　三菱電機㈱技術研修所

正会員

JSiSE-A0001758 小林直美　北海道浅井学園大学

正会員

2000年9月6日～2000年11月10日
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教育システム情報学会

情報教育特別委員会から

委員長／岡本敏雄

教育システム情報学会では，昨年から「情報教育特別委員会」を設置しています。それぞれワー

キング委員会のようなかたちで活動してきました。今回，その活動も軌道にのってきましたので，

本欄でメンバーを紹介します（敬称略）。

●情報教育カリキュラム検討委員会

1 飯倉道雄　日本工業大学工学部
2 家本　修　大阪経済大学経営情報学部
3 高橋参吉　大阪府立工業高等専門学校
4 西野和典　大阪電気通信大学　総合情報学部メ

ディア情報文化学科
5 宮寺庸造　東京学芸大学
6 夜久竹夫　日本大学文理学部
7 山路　進　（財）日本私学教育研究所
8 谷　聖一　日本大学文理学部
9 杉田公生　東海大学理学部数学教室

10 土田賢省　東洋大学工学部
11 礒野喜美子　大阪薫英女子短期大学
12 山上道惠　兵庫県立神戸甲北高等学校
13 野口紳一郎　龍谷大学理工学部電子情報
14 中條道雄　関西学院大学　総合政策学部
15 岡野　親　神奈川県立新栄高等学校
16 町田　元　一橋大学大学院経営学研究科

●情報教育学習指導法検討委員会

1 井口磯夫　十文字学園女子大学社会情報学部
2 伊藤紘二　東京理科大学基礎工学部
3 鷹岡　亮　山口大学教育学部附属実践総合セン

ター
4 保崎則雄　神奈川大
5 村田緯和雄　東京都立墨田川高校
6 岡田　裕　川村学園女子大学教育学部情報教育

学科
7 平澤　洋一　城西大学

●情報教育インフラ検討委員会

1 石井宏　城西大学
2 磯本征雄　名古屋市立大学大学院システム科学

研究科
3 天良和男　都立駒場高校
4 松居辰則　電気通信大学大学院情報システム学

研究科
5 湯浅聖記　東京国際大学
6 山内一朗　（社）日本マネージメントスクール

開発部次長

●教師教育・教員養成・ITコーディネータ養成検討

委員会

1 赤生一博　（株）ア・メイズ
2 伊平保夫　大妻女子大学
3 岡本敏雄　電気通信大学大学院情報システム学

研究科
4 波多野和彦　メディア教育開発センター
5 平田謙次　産能大学
6 福井　実　二松学舎大学国際政治経済学部
7 米島博司　ＮＥＣインターナショナルトレーニ

ング
8 山路　進　（財）日本私学教育研究所
9 本郷　健　川村学園女子大学教育学部

10 大久保博樹　駿台法律経済専門学校

●研修プログラム委員会

1 黒木　優　サイテック（株）
2 小松秀圀　NTTラーニングシステムズ（株）常

務取締役
3 澤井正史　サイテック（株）代表取締役
4 渋井二三男　城西大学
5 永井　隆　ジャーナリスト
6 樋川和伸　金沢学院大学経営情報学部
7 細井　正　山村女子短期大学
8 辻　達之　九州工業大学　電子工学教室
9 竹本宜弘　工学院大学

●教育ソフトアプリケーション委員会

1 岩田　智　岩手県立大学宮古短期大学部
2 江藤　香　日本工業大学情報技術センター
3 井上久祥　電気通信大学大学院情報システム学

研究科
4 坂本眞一郎　県立宮城大学事業構想学部
5 村田有正　（株）創育・マルチメディア編集部
6 吉田　覚　日本データパシフィック（株）代表

取締役
7 米澤宣義　工学院大学
8 渡辺成良　電気通信大学情報通信工学科
9 黒瀬能聿　近畿大学工学部電子情報工学科

10 林　敏浩　佐賀大学理工学部知能情報システム
学科
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国際会議の案内

ここで紹介されている国際会議は，教育シ

ステム情報学会の会員のみなさんからの紹介

やインタネット上で流れている C F P 情報を

もとに編集されています。会員のみなさんに

紹介したい国際会議などがありましたら，下

記までご連絡ください。また，実際に国際会

議に参加されたレポートなどを送っていただ

ければ今後の国際会議の案内作成の際に大変

参考になりますのでそちらのほうもお待ちし

ております。

本案内はWWW（http://www.fu.is.saga-u.

a c . j p / ̃  h a y a s h i / j s i s e / c o n f . h t m）で見ることも

できます。

QR-01: Fifteenth International Workshop on

Qualitative Reasoning

開催日程：2001年5月17-19日

開催地：St. Mary’s University, San Antonio TX,

USA

論文応募締切：2001年2月2日

URL: http://www.vuse.vanderbilt.edu/̃qr-01

e-mail: qr01@vuse.vanderbilt.edu

PEG2001: The Tenth International PEG Con-

ference

開催日程：2001年6月23-26日

主催：The Hypermedia Laboratory at Digital

Media Institute, Tampere University of

Technology

開催地：Tampere, Finland

論文応募締切：2000年11月30日

URL: http://peg2001.tut.fi/

e-mail: kirsti.tikka@tut.fi

ICALT 2001: IEEE International Conference

on Advanced Learning Technologies

開催日程：2001年8月6-8日

開催地：Madison, USA

論文応募締切：2001年2月16日

URL: http://lttf.ieee.org/icalt2001/

e-mail: klus@engr.wisc.edu, kinshuk@massey.

ac.nz

ICCS2001: The Third International Conference

on Cognitive Science 

開催日程：2001年8月27-31日

開催地：Beijing, China

論文応募締切：2001年3月30日

URL: http://www.ICCS2001.com

e-mail: iccs2001org@etang.com

CogSci2001 : Twenty-third Annual Meeting of

the Cognitive Science Society

開催日程：2001年8月1-4日

主催：Cognitive Science Society

開催地：University of Edinburgh, Scotland

論文応募締切：2001年2月7日

URL: http://www.hcrc.ed.ac.uk/cogsci2001

e-mail: cogsci@umich.edu

WI2001: The First Asia-Pacific Conference on

Web Intelligence

開催日程：2001年10月23-26日

開催地：Maebashi TERRSA, Maebashi City,

Japan

論文応募締切：2001年3月20日

URL: http://kis.maebashi-it.ac.jp/wi01

e-mail: zhong@maebashi-it.ac.jp
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ICDM2001: The 2001 IEEE International Con-

ference on Data Mining

開催日程：2001年11月29-12月2日

主催：IEEE Computer Society

開催地：Silicon Valley, California, USA

論文応募締切：2001年6月15日

URL: http://kais.mines.edu/̃xwu/icdm/icdm-

01.html

e-mail: xindong@computer.org

WWW10: 10th International World-Wide Web

Conference

開催日程：2001年5月1-5日

主催： The International World-Wide Web Con-

ference Committee

開催地：Hong Kong

論文応募締切：2000年11月13日

URL: http://www10.org/

e-mail: info@www10.org

AIED 2001: 10TH INTERNATIONAL CON-

FERENCE ON ARTIFICIAL INTELLI-

GENCE IN EDUCATION

開催日程：2001年5月19-23日

主催：International Artificial Intelligence in Ed-

ucation Society

Interact 2001: the eighth IFIP TC.13 INTER-

ACT conference

開催日程：2001年7月9-13日

主催：IFIP

開催地：Waseda University Conference Cen-

tre, Tokyo, JAPAN

論文応募締切：2000年11月20日

URL:  http://www.interact2001.com

e-mail:interact2001@adam.cs.inf.shizuoka.ac.jp

SOCO/ISFI 2001: SOFT COMPUTING and IN-

TELLIGENT SYSTEMS FOR INDUSTRY

開催日程：2001年6月26-29日

主催：ICSC International Computer Science

Conventions Canada

開催地：Paisley, Scotland U.K.

論文応募締切：2000年11月30日

URL: http://www.icsc.ab.ca/soco2001.htm

e-mail:  operating@icsc.ab.c

以下前号にも掲載

国際会議案内文責 松原行宏（香川大学）

E-mail: matsubar@eng.kagawa-u.ac.jp

Hypertext 2001: The Twelfth Conference on

Hypertext and Hypermedia

開催日程：2001年8月14-18日

開催地：University of Aarhus, Aarhus, Den-

mark

論文応募締切：2001年1月15日

URL: http://www.ht01.org/

e-mail:  kgronbak@daimi.a.dk

IAT2001: The Second Asia-Pacfic Conference

on Intelligent Agent Technology

開催日程：2001年10月23-26日

開催地：Maebashi TERRSA, Maebashi City,

Japan

論文応募締切：2001年3月20日

URL: http://kis.maebashi-it.ac.jp/iat01

e-mail: zhong@maeashi-it.ac.jp

開催地：San Antonio, Texas, USA

論文応募締切：2000年12月4日

URL: http://cbl.leeds.ac.uk/ijaied/aiedsoc.

html

e-mail:  Johanna.Moore@ed.ac.uk



7

・開催日：2000年10月20日

・場　所：工学院大学新宿校舎

1．教育システム工学サーベイ2000

君島浩（富士通ラーニングメディア）

教育システム工学に関する私の最近の見聞を紹

介する。前回の 1 9 9 9 年 1 0 月の発表より後の話題

である。企業内教育の研究・実践に取り組んでい

る人へ先端情報を提供する。また，このサーベイ

は初めて企業内教育に取り組む人にも参考になる

だろう。主な話題は I S D 普及状況,教育効果測定，

米国視察報告，I D C 報告書，ウエブ職，ヘルプデ

スク，知識管理，給仕スキルである。

2．VoIpによる同期型ｅ-Learningの可能性

小松秀圀（NTTラーニングシステムズ）

私が同期型ｅ- L e a r n i n g に注目したきっかけは

1 9 9 9 年秋の A S T D でｅ-ラーニングシステムが出展

されていたことに始まる。 2 0 0 0 年5月にｅ-ラーニ

ングの調査でアメリカに出かけた際，グローバル

ナレッジ社が同期型ｅ-ラーニングシステムをビジ

ネスとして実用化していたのを見学した。

非同期型ｅ-ラーニングシステムの弱点を痛感し

ていた私にとって，同期型ｅ-ラーニングシステム

は非同期型ｅ-ラーニングシステムの弱点を補う格

好のパートナーのように感じられた。今日では日

本でも C e n t r a，インターワイズ，ロータスラーニ

ングスペース，N T T のライブスパイラルL＆Mな

ど数種の同期型ｅ-ラーニングシステムが入手出来

るようになった。

同期型ｅ-ラーニングシステムには，集合教育に

近いテイストを授業で出すことが出来，かつイン

ストラクターがコンテンツさえ，掴んでいれば，

授業開始までの準備期間が早い，教材開発費が安

いなどの特徴があり，スピードとコストを重視す

る場合は無視できない特性を備えている。一方で

は通信コストがかかる点や同時受講人数に限りが

あるなどの弱点もある。しかし通信料金の定額化

やインフラの発達により弱点を少なくできる環境

にはなってきている。

アメリカのグローバルナレッジ社ではインタラ

クティブｅ-ラーニングとして，インターネット環

境であらゆる場所から参加可能な I n s t r u c t o r L e d

T r a i n i n g を実現していた。また２-ウェイ V o i c e

o v e r I P により，リアルタイム通話で積極的な学

習を期待できる同期型ｅ-ラーニングシステムとな

っている。受講者は通常 2 0 名位で行なわれるが，

最大250名での授業も可能である。

同期型授業の時に中座した時は後でオンデマン

ドにような学習も出来る。実用化が進めば実務を

するデスクで学習など出来ないという問題も顕在

化してきて，オフィスによっては学習専用デスク

をオフィスの一角に配置している企業も見かけた。

同期型ｅ-ラーニングシステムは使われてまだ間が

ないが現状では評判がいいのでやがて，メジャー

なシステムに成長すると予測される。ｅ-ラーニン

グが受け入れられるためのファクターを考えてみ

ると，

・学習には常に追うか何かが必要⇒目標，見ている

人，締め切り，雰囲気

第78回 研究報告

【企業内研究部会】

ここに掲載してあるのは，概要ですが，これらの論文は，研究報告書にあります。ご希望の方は，事務

局まで F A X（0 3 - 3 3 4 2 - 0 4 8 5），または E - m a i l でお申し込みください。1部 1 , 3 0 0 円（送料共）です。残部切れ

の際はご容赦ください。

この「研究報告」の年間購読（購読料は送料込みで年間 4 , 0 0 0 円）をご希望の方は事務局までご連絡く

ださい（年間6回）。この際，ぜひ購読されますようおすすめいたします（教育システム情報学会研究委員

会委員長／大下眞二郎）。
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・ｅ-ラーニングの放送スケジュールは「やらねば

ならない」の圧力になる

・リアル授業なでの学習仲間は「ふたたび学習に向

かう」気にさせる

・システムに向かって黙々と勉強だけは出来ない

・自然なタイミングでシステム，コンテンツが動く

・経済的負担は勿論軽いほうがいい

などの要因があり，同期型ｅ-ラーニングシステム

はこれらの要因を持ち合わせていると見ることが

出来る。

また会社的背景から考えても，

・情報の陳腐化が早くなる

・早く腐る情報ほど価値がある

・早く伝える必要性が高まる

・一斉に伝える必要が高まる

・早いが競争力向上，コストダウンに繋がる

などの要因がありまた，技術・インフラから考え

ても，

・ネットワークはやはり細かい

・モバイルが増える

・回線のスピードが上がれば V o I P の弱点である音

声の遅延は減る

・すぐ講義ができ，後で編集の手間を少なくオンデ

マンド化された非同期型ｅ-ラーニングシステム

の特徴が生かせる要素は多くなって来ている。

各方式の特徴の比較をスピード，情報伝達力，

オペラビリティー，リアルタイム性，運用の自由

性，コスト，応用性などの面からも，やがて同期

型ｅ-ラーニングシステムが台頭してくることは十

分予測できる。

3．北米・日本における C R I の導入状況‐ C R I コ

ン　ファレンスレポート

原田典昭（富士通ラーニングメディア）

北米を中心として発展し，今やヨーロッパ，ア

フリカ，オセアニア，アジアでも普及しつつある

研修開発技法のCRI（Criterion-Referenced Instruc-

t i o n）の初のグローバルコンファレンスが北米ア

トランタにて開催された。コンファレンスには，

北米・オランダ・南アフリカ・オーストラリア・

日本から C R I ユーザー企業 6 1 社が集まり，C R I の

適用事例や貴重なレッスンを共有した。特に e -

l e a r n i n g に関しては従来型の研修スタイルをその

まま W B T 化し失敗した例を踏まえ，C R I を適用し

たシステマティックな研修開発の重要性を訴えて

いた。分析・設計・開発・施行・実施のフェーズ

を実行し，テンプレートを活用して効率よく W B T

を開発しているMarriott Internationalの事例等，

多数の発表が行われた。

4．ｅ-ビジネスを支える I T 技術者のスキル評価と

教育研修による戦力強化

鈴木英則（富士通ラーニングメディア）

（当日配付）

5．ラーニングテクノロジーの標準化動向

仲林清（先進学習基盤協議会）

コンピュータネットワークを利用した教育・研

修システムの普及促進のためには，教材や学習者

情報の標準規格化が重要な課題となる。欧米では

A I C C，I M S，A D L N e t，I E E E，I S O などの諸団体

が相互に連帯しながら標準規格の策定を進めてい

る。標準規格の対象は，プラットフォームから教

材コンテンツ，コンピテンシー定義といった非常

に広範囲なテーマにわたっている。日本でも先端

学習基盤協議会が発足し，T B T コンソーシアムな

どと協調して，標準規格準拠ライブラリ，テスト

ベッドの開発，標準規格適用ガイドラインの作成

などを進めている。また，I S O / S C 3 6 対応の活動

も進めており，協調学習システムに関する国際規

格提案を計画している。

6．同期型ディスタンスラーニングの実践

川上和重（東日本電信電話）

（当日配付）

7．O n l i n e L e a r n i n g 2 0 0 0 報告－最新アメリカ e -

Learning報告

藤田由美（ユーミックス）

（当日配付）

8． e - L e a r n i n g の普及活動を支援する T B T コン

ソーシアムと官庁・業界の動き

宮沢修二（アイテック）

（当日配付）
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9．e -ラーニング教材の学習成績・時間・アンケー

トによる評価

山本洋雄（日立電子サービス），野村仙一

・上河辺康子（(財)日本情報処理開発協会）

中山実・清水康敬（東京工業大学）

情報処理技術者用の e -ラーニング教材を，学習

成績や学習時間，アンケートによって評価した。

学習成績で評価したところ，「上級」用教材では，

事前テストの成績上位群と下位群の回帰成就値の

差が 7 . 4 4 点となり，上位群の成績が大幅に向上し

た。「中級」用教材は，上位群下位群共に期待値に

対してバランス良い結果となった。｢初級｣用教材

は，下位群が上位群に比べて回帰成就値が 4 . 0 1 点

多くなり，下位群に有利であった。努力状況を見

るために学習時間について調べたところ，「中級」

や「初級」教材に比べ，「上級」用教材では下位群

の学習時間が相対的に少ないことが分った。そこ

で，「上級」用教材について，詳しく分析した。そ

の結果，事前テスト学習要件に達していない下位

群にとっては，成績向上が思わしくない結果であ

った。アンケートでは，学習成績とは逆に，成績

下位群の方が教材に関する評価では高かった。定

量的客観的な成績評価と，定性的主観点なアンケ

ート評価は，必ずしも一致した傾向でないことが

分った。
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■はじめに：

インターネットや I T 技術に代表される情報通

信技術の急速な発展は，これまでのコミュニケ

ーションのあり方をさらに充実したものにする

だけでなく，新しいコミュニケーションの創出

を予感させます。学習・教育支援においても，

こうした現状を踏まえて，コンピュータやネッ

トワークを介した学習者同士あるいは学習者と

コンピュータ間での知識のコミュニケーション

を高度化する方法論や支援技術を検討し，学習

教育のための新たなコミュニケーションを探求

していく必要があります。そこで，教育システ

ム情報学会では，このような問題意識を共有し，

また新しいコミュニケーションを実現するシス

テムの開発を推進していくことを目的として，

本論文特集を企画しました。ぜひ，アイディア

溢れるオリジナルな研究論文をご投稿ください。

■対象分野：

主な対象分野は次のとおりですが，これ以外

の分野からでも知的コミュニケーションに関す

る論文を募集いたします。

・協調学習 / グループ学習，・ C S C L，・ L e a r n-

ing Community，・遠隔教育/学習，・生涯教

育，・ H C I（ヒューマンコンピュータインタラ

クション），・認知学習過程，・人工知能 / 知識

処理，・教授戦略 / 対話戦略，・学習者モデ

ル，・知的 C A I / I T S，・訓練システム，・シミ

ュレーション，・エージェント，・ I L E（対話

的学習環境），・モチベーション，・ナビゲーシ

ョ ン ， ・ マ ル チ メ デ ィ ア / ハイパーメディ

ア，・インターネット，・ W W W，・オーサリ

ングシステム，・VR（バーチャルリアリティ）

■論文種別：

今回募集する論文の種別は、「原著論文」のみ

です。ただし，査読の結果，異なる種別での採

録となることもあります。なお投稿の際，原稿

の1ページ目に，「知識コミュニケーションの方

法論と支援技術」と，必ず朱記してださい。

■制限枚数：

「学会誌原稿執筆要領」に記されている制限

枚数のとおりとします。

■投稿締切：

2001年4月12日事務局必着。

■投稿の手続き：

封筒の表に必ず「特集論文原稿在中」と朱書き

で記してください。その他の投稿の手続きについ

ては，「学会誌原稿執筆要領」に記されていると

おりとします。

■問い合わせ・原稿送付先：

教育システム情報学会事務局

〒 1 6 3 - 8 6 7 7 東京都新宿区西新宿 1 - 2 4 - 2

工学院大学情報科学センター内

T e l： 0 3 - 3 3 4 2 - 0 4 8 5 F a x：0 3 - 3 3 4 0 - 0 1 3 5

E - m a i l：s e c r e t a r i a t @ j s i s e . o r g

U R L：h t t p : / / w w w . j s i s e . o r g /


